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技術名称 鋼管矢板ドリリングプレス工法 担当部署 事業推進室

NETIS登録番号 KT-100011-VR 担当者 北崎　誠

社名等 成幸利根株式会社 電話番号 03-5645-3232

技術の概要 1.工法概要

2.特長

①硬質地盤（最大N値200）に対応

②作業性や安全性の向上

③周辺構造物への影響を低減

④施工精度の向上

3.用途

1.河川・港湾等護岸工事
2.自立式擁壁工事
3.土留壁工事
4.仮締切工事
5.橋脚基礎（井筒基礎）

4.適用範囲

5.特に効果の高い適用範囲

1.硬質地盤（Ｎ値50以上）への圧入
2.周辺構造物への影響を懸念する圧入
3.従来工法で作業構台を必要とする現場
4.圧入機周辺の作業スペースが狭い現場

懸垂式オーガを使用する為、任意の位置から施工ができ作業構台の設置・解体が不要で施工基
面から高低差があっても施工が可能。作業構台が不要になり工程短縮・コスト低減となる。ま
た、三点杭打機のような威圧感もなく且つ転倒の心配も無いので作業性や安全性が向上。

ウォータージェットのように大量の水を使用しないので泥水処理が難しい場所や周辺構造物へ
の影響が低減。

鋼管矢板圧入機を打込んだ杭に固定し、前後に5度ずつ傾く傾動装置により微調整を行い、高
精度での施工が可能。

⑤圧入機は油圧式のため低騒音・低振動での施工が可能。

1.杭径：φ600～φ1500

※詳細は事前に要問い合わせ

　　　　図-1  従来工法との比較

2.鋼管矢板継手形状：P-P、P-T、L-P

技 術 概 要　

ドリリングプレス工法は懸垂式アースオーガーと鋼管矢板圧入機(鋼管パイラー)を連動させ、
中堀圧入にすることで硬質地盤での鋼管矢板圧入が可能となった鋼管矢板中掘圧入工法（鋼管
パイラー式）である。

懸垂式オーガで鋼管矢板の先端を揉みほぐす事で鋼管矢板圧入機での圧入が可能になり、硬質
地盤での施工が可能。

3.圧入深度：40m程度（当社施工実績より）
4.地盤最大Ｎ値：200程度
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国の機関　14　件　（九州　1　件　、九州以外　13　件　）　
自治体　　 41　件　（九州　0　件　、九州以外　41　件　）　
民　 間　　   7　件　（九州　0　件　、九州以外　 7　件　）　

写真・図・表

ドリリングプレス工法全体図

6.施工実績（2020年3月31日現在）

　　　　　　　　　　　写真-1  施工状況 　　　　　　写真-2  反力架台設置状況

図-2  ドリリングプレス工法全体図

反力鋼矢板

反力架台
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技 術 概 要 
 

技術名称 フルボ酸入り植生マット工法 担当部署 森林保全推進部 

NETIS登録番号 KT-190024-A 担当者 保浦 成徳 

社名等 前田工繊株式会社 電話番号 03-6402-3944 

技術の概要 ①何について何をする技術なのか? 

・ 純国産フルボ酸及び特殊解繊加工した木質繊維を配合した植生マット工 
 

②従来はどのような技術で対応していたのか? 

・ 植生マット工 
 

③公共工事のどこに適用できるのか? 

・ 法面緑化工事 
 
④その他 

・ 従来技術は、高度化成肥料が封入された肥料袋を繊維ネットに一定間隔で取

り付けたものであり、保水性、保温性に課題があった 

・ 申請技術に使用されているワラゴモは、保水性・保温性に優れており、寒冷

地・乾燥地での植物の生育向上効果がある 

・ 純国産フルボ酸の効果により植物の養分吸収を助長し、生長促進に寄与する 

・ 特殊解繊木質繊維の効果により保水性・透水性を向上させる 

・ 特殊土壌においても、施工後 3 ヶ月後の状況で従来技術は植被率 50%、フル

ボ酸入りは 70%となり、1.4 倍の植生効果が出る等、生育効果が発揮され、

早期の植物による根系緊縛力により法面保護機能を向上させることで,品質

の向上が図れる 
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 フルボ酸は土中のミネラルと結合し 植物への吸収を 効率化させる作用があります。 

この効果により 植物がミネラルを吸収しやすくなり 生育が促進されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2018年7月12日 

4か月経過 

2018年3月13日施工 

土中に含まれるミネラル 

 
ナトリウム、マグネシウム、リン、硫黄、塩素、カリウム、カルシウム、クロム、マンガン、

鉄、コバルト、銅、亜鉛、セレン、モリブデン、ヨウ素・・・etc 
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技 術 概 要 

技術名称 “やすらぎ”ソーラーバイオトイレ 担当部署 福岡支店 営業 

NETIS登録番号 KT-200046-A 担当者 原口 睦彦 

社名等 株式会社ダイワテック 電話番号 052-506-7281

技術の概要 1. 技術開発の背景及び契機

従来、現場で使用している仮設トイレのイメージとして、狭く、臭いがあり、あくまで

も用を足すだけの施設として利用していました。

汚泥処理設備及び、休息スペースの無い簡易仮設トイレであるため、トイレの利用者に

寄り添った、作業環境には程遠く考えられます。

そこから、トイレの快適な利用を促し、昨今の現場での課題となっている、熱中症対策

などにも利用する事が期待され、作業員の作業向上につながる。また、女性作業員の就

労環境の向上にも貢献するトイレが急務となっていました。

2.技術の内容

簡易式仮設トイレから、ソーラー発電システムの充電・放電による汚泥の自己処理が可

能となる仕様を新しく採用した常流循環式トイレに変更しました。また、電力供給に関

して、従来技術の商用電源の引き込み方法による供給方法から、ソーラー発電による供

給方法に変更しました。

現場作業員の環境改善を目的として、室内に自動手洗い場、休息スペース、室外にブラ

インドを新たに設置しました。

3.技術の効果

簡易式仮設トイレから、ソーラー発電システムの充電・放電による汚泥の自己処理が可

能となる仕様を新しく採用した常流循環式トイレに変更した事により、ソーラー発電シ

ステムにより汚泥の自己処理が可能となり、悪臭の抑制が可能となるため作業員の利用

環境が向上する事が見込めます。

また、ソーラー発電システムから電気を供給するため、自立的にトイレ室内の照明、空

調設備、常流循環式トイレの安定稼動が可能となる為、設置範囲が商用電源の引き込み

範囲に制限される事がなくなります。

4.技術の適用範囲

・ソーラーシステムの動作範囲として、-10℃～40℃を温度条件とする。

・やすらぎの設置作業に必要なスペースとして、概ね3.2ｍ×2.3ｍのスペースは確保

されている事

5.活用実績 （2020年10月1日現在）

国の機関 42件（九州 18件、九州以外 24件） 

自治体、民間 104件（九州 40件、九州以外 64件） 
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写真・図・表 

 

  
やすらぎ外観図 

 
やすらぎ動作時の電圧の推移 
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技術名称 橋面舗装・床版上部非破壊調査システム(床版キャッチャー) 担当部署 九州支店　技術課

NETIS登録番号 CB-150004-VE 担当者 小野寺　陵太郎

社名等 ニチレキ株式会社 電話番号 092-663-9900

技術の概要

　橋面舗装・床版上部非破壊調査システム(床版キャッチャー)は、電磁波レーダを搭載した車
両を用いて、一般交通の中で走行しながら路面に電磁波を発信し、内部の電気的特性の分布に
起因する電磁波の反射信号を受信して、その特徴に基づいてRC床版上面の損傷を検出する非破
壊検査技術です。３次元電磁波技術と定量化された解析判断基準により、床版の損傷範囲を精
度よく把握することができます。
　本技術により、解析作業における個人誤差の低減、複数人によるクロスチェック作業を省略
できるようになったほか、最近ではAI技術の導入したことで解析速度が大幅に向上し、床版の
損傷範囲をより迅速に把握できるようになりました。

３．技術の効果

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

２．技術の内容

　近年、全国において道路橋コンクリート床版の劣化が顕在化しています。床版は、舗装を通
して直接交通荷重を支持する重要な部材ですが、疲労・凍害・塩害等に起因する床版上面の損
傷事例が非常に多いのが現状です。しかしながら、床版上面の損傷は、舗装に覆われているた
め目視で発見することは困難であり、損傷が舗装路面に顕在化したときには既に深刻な状況と
なり、大規模修繕を余儀なくされるケースもあります。
　従来は、近接目視、電磁波調査あるいは打音検査等、個々に調査を行っていましたが、目視
判定や電磁波データの解析に個人誤差が生じる、打音検査の正確な判断に熟練を要するなど、
調査結果の取り纏めに課題がありました。特に電磁波データの解析においては、複数人による
クロスチェック作業が行われるなど作業に時間を要していました。そのため、解析精度が高
く、判断の個人誤差が殆ど無く、より短時間で調査結果が得られる手法の開発が望まれていま
した。

ニチレキ株式会社　九州支店
担当：技術課　小野寺 陵太郎
TEL：092-663-9900
FAX：092-663-9911
E-mail：onodera.r@nichireki.jp

６．お問合せ先

(1)従来の定期点検での活用
　従来は、主に舗装路面の目視調査から間接的に床版上面の損傷を推定していましたが、本技
術を活用することで床版上面の損傷状態を直接把握することができます。

(2)橋梁詳細設計・橋梁補修工事前調査での活用
　事前に床版の損傷状態を把握することで、補修工事の設計において現状に合致した工法の選
定や工程の立案が可能となりました。
　また、補修工事に必要となる床版補修材のボリュームを事前に把握することで、補修費用を
予め設計・計上できるようになりました。

(1)一般的なコンクリート床版および鋼床版に適用可能です。
(2)特に効果の高い適用範囲として、①規制により交通渋滞が予想される橋、②道路橋定期点
検で詳細調査が望まれる橋、③補修工事前に切削や開削調査が困難な橋 等が挙げられます。

民　 間　　 56　件　（九州　6　件　、九州以外　50　件　）　

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2019年3月31日現在）

国の機関　66　件　（九州　4　件　、九州以外　62　件　）　
自治体　　 71　件　（九州　6　件　、九州以外　65　件　）　
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写真・図・表

写真-1　床版キャッチャーの外観

図-3　解析結果（例）

　　　　　図-1　電磁波レーダによる調査の仕組み　　　　　　　　　　　図-2　調査・解析範囲のイメージ(縦・横・深さ)

床版キャッチャー

路面データ測

電磁波データの解析結果

電磁波データの解析結果
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